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集団の一体感を高める２学期スタート
第３ステージ ハーモニー 「仲間と共に一歩踏み出すステージ」(８月24日～10月22日)

【２学期始業式『校長式辞』より】
今日から２学期が始まります。２学期にも、新人戦や秋桜祭、そして日々の授業などみんなで頑

張る機会が多いです。そして、今日から始まる第３ステージの合い言葉は「ハーモニー」です。音
楽でよく使われる言葉ですが、「一致」や「調和」という意味になります。合唱や合奏では、同じ
声や音がいくら集まっても「ハーモニー」は生まれません。いろいろな人の違う声やいろいろな楽
器の違う音を合わせるから、美しい「ハーモニー」が生まれます。これを「ハーモニーを奏でる」
と言います。
学校生活にも「ハーモニーを奏でること」が大切です。みなさんは、１年生から３年生、12歳～

15歳という同じ年代の人が集まっています。ただ、同じなのは、この年代だけで、あとは、バラバ
ラです。個性や性格が違います。元気な人もいれば、穏やかな人もいます。勉強が得意な人もいれ
ば、運動や絵を描くことが得意な人もいます。425人いれば、425通りの違いがあり、良さや個性が
あります。互いの違いに気づき、違いを理解し、自分のよさをそこに調和させると、ハーモニーが
生まれます。
逆に、例え一人でも、間違いをそのままにしたり、他の人にいじわるをしたりするような人がい

ると、「ハーモニー」を壊してしまいます。今、自分は何をすべきかを考え、時には我慢したり、
人より頑張ったりしながら、みんなが共通の目標に向けて動き始めたとき、桜中の素晴らしいハー
モニーが生まれると思います。それが「桜中ハーモニー」です。
でもみんなで頑張ろうとするとき「自分だけがやっても変わらない」「他の人もさぼっているか

ら自分も…」と思うこともあるでしょう。そういう弱い心が人間にはあります。もちろん、私にも
あります。
これはクリキンディと呼ばれる花びらぐらいの小さなハチドリです。南アメリカの先住民に伝わ

るお話をします。
森が燃えていました。森の生き物たちはわれさきにと逃げていきました。
でもクリキンディという名のハチドリだけは行ったり来たり。
口ばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは、火の上に落としていきます。
動物たちはそれを見て「そんなことをしていったい何になるんだ」と

笑います。
クリキンディはこう答えました。
「私は、私にできることをしているだけ。」

この物語はさらに続きます。
森が燃えているのを見たクリキンディは、仲間を増やそうと思いました。
「それぞれが２羽ずつ仲間を増やすように伝えて！」共感した仲間のハチドリ

たちがこのことを実行しました。
２回伝わると４羽が、３回伝わると８羽が、10回伝わると1024羽が、20回伝わ

ると100万羽以上が、そして40回伝わると１兆羽以上のハチドリがやってきて、
あっという間に山火事を消してしまいました。
いま世界では、温暖化、戦争、貧困、差別、いじめ等、様々な問題があふれています。私たちの

周りでさえ、人間関係や学級の問題などの様々な課題があります。これらの問題に対して、自分が
出来ることは何だろう、自分たちができることは何だろうと考え、仲間と共に行動することがこれ
らの問題解決につながります。
「新人戦で優勝したい。」「感動的な合唱をクラスのみんなでつくりたい。」「みんなと楽しく授業

して勉強がわかるようになりたい。」２学期、皆さんが描く夢や希望はたくさんあり、それぞれが
自分に出来ることを見つけ、みんなで努力していくと思いますが、きっとうまくいかないことがで
てきます。そんなときは仲間と話し合い解決策を見つけてください。そして自分たちで決めたこと
を、自分を信じて、仲間を信じて実行しましょう。何かうまくいかないときに、不平や不満を言う
のではなく、「みんなで話し合おうよ。」の一言があがり、みんなで考え実行する、自分のクラスや
部活がそんな仲間だったら素敵だと思いませんか。それこそが桜中ハーモニーなのだと思います。
この2学期、みなさんの夢が叶っていくことを願っています。そして頑張る皆さんを心から応援し
ています。 校長 大村 正己




